
注入ポンプセット

主剤容器を左手でわしづかみし、ジョイント
キャップを親指と人差指でつまみます。

硬化剤の底部が凹にな
るまで主剤容器にすべ
て押し出します。

容器のジャバラを整えてから、混練棒とジョイント
キャップを外し、空気を抜いて注入ポンプの
ヘッドのネジ穴部分にセットします。

反応防止栓ジョイントキャップ

主　剤 硬化剤

左手を固定し、右手の反応防止栓のグリッ
プエンドをつまんだまま右方向に完全に引き
抜きます。

反応防止栓を図のよう
に硬化剤の容器側で横
にします。

主剤容器側にジョイントキャップを残し、
硬化剤容器だけ外します。

空気を抜いてから
混練棒の頭部をジョイントキャップ
に装着します。

混練棒を底部まで押し込み3～4回繰り返し往復させた後
に、底部の白い部分を親指で押し込んだまま両手で2～3回
もみます。さらに3～4回混練棒で再度往復させます。容器を
完全に伸ばし、色が均一になった事を確認します。
※強く押し込みすぎると、容器がやぶれる可能性があります。

混練棒

黒い反応防止栓だけを
硬化剤の中に引き抜く

反応防止栓（PAT.）

グリップエンド
硬化剤容器を手前に
約1/4回転させてゆるめます。

もとに戻します。

空気

硬化剤容器のジャバラをジョイントキャップ側に2～
3山程縮めた状態で中にある反応防止栓のグリッ
プエンドを右手の親指と人差指でつまみます。

反応防止栓をつまんだまま、右手の硬化剤容
器を手前に約1/4回転させてゆるめてから、
再度もとに戻します。

底部の白い部分を
もみます。

底部の白い部分を
親指で押し込みます。

激しく
押し込ま
ない！！
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混練手順

1 2 3

4 5 6 7

8 9 10

使用する材料及び器具

床 面床 面 壁 面壁 面

注入部分にひび割れがある場合は事前処理を必要とします。▼ 注入の手順

SSSボンド＃1000
のひろがり

注入孔躯体

浮き

モルタル

清 掃
ジャンボブロアー、またはコンプ
レッサーで孔内の切り粉を十分
に除去します。

33ピンニングの孔は躯体内に
30㎜程度までドリリングし
ます。

さく孔

6φ～7φビット

ピンニングの孔

モルタル
浮　き

躯　体

30㎜

注入孔

22

ハンマー打診により浮き
の範囲を確認し、注入孔を
マーキングします。

ウキの打診
マーキング

11

樹脂注入
44

ピン注入
55

注入ポンプのノズ
ル先端に小さく切
ったウエスを当て、
そのまま注入孔に
差込んで、ゆっくり
と注入します。

注入後、SSSボ
ンドをからめたス
テンレス補強ピン
（SUS304製）を
すみやかに挿入
します。

躯体

浮き

SSSボンド
＃1000 
ピン

モルタル

＃1000

※注入口付アンカーピンも準備しております。

樹脂注入
44
注入ポンプのノズ
ル先端に小さく切
ったウエスを当て、
そのまま注入孔に
差込んで、ゆっくり
と注入します。
但し注入は片追
いとします。

※状況によりピンニングを
　併用する場合があります。

＃700 ＃500

エポキシ樹脂
グラウト注入

躯体
浮き

SSSボンド#500

モルタル

◆注入イメージ図

エポキシ樹脂パテまたはカチオンタイトによる穴埋エポキシ樹脂パテまたはカチオンタイトによる穴埋

※床のグラウト注入には＃500をご使用ください。
　ウキの状況により＃700を併用してください。

詳しくは別紙施工要領書をご確認ください。

もしくは もしくは もしくは 注入スターターセット

及び

＃1000 ＃700 ＃500

モルタル浮きの補修

を使用した補修例① 壁壁
床床

天井天井
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1 ひび割れの調査

清　掃

台座取り付け準備 

シール材塗布

タンク取り付け

注入剤の混練

注　入

硬化養生

注入器具の除去

完　了

ひび割れの調査

清　掃

台座取り付け

シール材塗布

注入剤の混練

注　入

硬化養生

注入器具の除去

完　了

※ひび割れの大きさにより使用するSSSボンドを選定します。 詳しくは別紙施工要領書をご確認ください。 ※ひび割れの大きさにより使用するSSSボンドを選定します。 詳しくは別紙施工要領書をご確認ください。

■SSSボンド使用量

（別売） （別売）

※ひび割れ深さ150㎜

ひび割れ幅 使用量（目安）

0.3～0.5㎜程度 100ℊ／m

0.5～0.7㎜程度 140ℊ／m

1.0～1.5㎜程度 300ℊ／m

1.0～2.0㎜程度 400ℊ／m

ひび割れの幅、長さ、壁厚、状態
（貫通等）を確認します。
ひび割れ幅により注入器具取り
付け間隔を決めます。

SSSボンドを良く混練します。
●0.2～1.0mmの場合は
　SSSボンド#500を使用します。
●0.7～1.0mmの場合は
　SSSボンド#700を使用します。

ひび割れ部に沿ってウエス、ワイ
ヤーブラシやディスクサンダーなど
で埃、ゴミなどを取り除きます。
油分がある場合はシンナー等を
用いて拭き取ります。

同梱している透明な短いホース
は、グラウトプラグA台座の筒内
部にエバーボンドGP3が入らな
い様にし注入口を確保する為の
ものです。
穴に差し込んだ際、ホースの突起
長さはエバーボンドGP3の厚みよ
り少し長い状態でセットします。

24時間以上できるだけ振動を与
えないように静かに養生します。

ひび割れ部に沿って、エバーボンド
GP3でシールします。コンクリート
の裏面のひび割れ部にも同様に
シールします。台座の廻りからSSS
ボンドが漏れないようシール材を厚
めにかつ丁寧にシールします。接
着剤が硬化しているのを確認して
から次工程6の作業に移ります。

皮スキ、サンダ－、スクレーパーな
どを用いてグラウトプラグＡおよび
シール材を取り除きます。

接着固定したグラウトプラグＡの
台座にタンクを取り付けます。

補修跡を目立たなくする場合は
現場に適した化粧材を施して
ください。

ひび割れの幅、長さ、壁厚、状態
（貫通等）を確認します。
ひび割れ幅により注入器具取り
付け間隔を決めます。

ノズルの先端をグラウトプラグB
の注入口に押し付け、注入して
ください。
下部から上部の注入口へ順々に
注入してください。

ひび割れ部に沿ってウエス、ワイ
ヤーブラシやディスクサンダーな
どで埃、ゴミなどを取り除きます。
油分がある場合はシンナー等を
用いて拭き取ります。

24時間以上できるだけ振動を与
えないように静かに養生します。

エバーボンドGP3でグラウトプ
ラグBをひび割れ部に接着固定
します。

皮スキ、サンダ－、スクレーパーな
どを用いてグラウトプラグBおよび
シール材を取り除きます。

ひび割れ部に沿って、エバーボンドGP3
でシールします。コンクリートの裏面のひ
び割れ部にも同様にシールします。台
座の廻りからSSSボンドが漏れないよう
シール材を厚めにかつ丁寧にシールし
ます。接着剤が硬化しているのを確認し
てから次工程5の作業に移ります。

SSSボンドを良く混練します。
●1.0mm前後の場合は
　SSSボンド#700を使用します。
●1.0mm以上の場合は
　SSSボンド#1000を使用します。

補修跡を目立たなくする場合は
現場に適した化粧材を施して
ください。

使用する材料及び器具 使用する材料及び器具

もしくは

及び

＃700 YSひび割れキットA＃500

YSひび割れキットA（自動式低圧注入工法）を使用する 〈幅0.2～1.0㎜までのひび割れ補修〉
■ コンクリート表面に仕上材が施工してある場合は撤去し、コンクリート面を出してから施工してください。

及び

YSひび割れキットB

YSひび割れキットB（手動式注入工法）を使用する 〈幅1.0㎜以上のひび割れ補修〉
■ コンクリート表面に仕上材が施工してある場合は撤去し、コンクリート面を出してから施工してください。

2

3

台座取り付け
エバーボンドGP3でグラウトプラグ
Ａタンク取り付け部を上になるよう
にひび割れ部に接着固定します。
接着剤が硬化しているのを確認し
てから次工程5の作業に移ります。

4

5

6

7

8

9

10

11

圧力
タンク

圧力と
容量目盛り

逆流防止弁
仮止めシール材

ノズルの先端をグラウトプラグＡ
の注入口に押し付け、タンクの目
盛1.5までゆっくりと充填します。
タンクが空になったら再び注入し
てください。
下部から上部の注入口へ順々に
注入してください。

筒内部
0.5
1.0
1.5
2.0

タンク目盛り 容量（ml）
3.0
10.3
13.7
15.6
17.2

圧力（N/㎜2）
0.00
0.05
0.10
0.15
0.20

圧力タンク目盛りと容量・注入圧力の関係

もしくは＃1000 ＃700

9

8

7
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